
名船発掘①

日本赤十字社が英国に発注し

建造した日本最初の

新造病院船
文
・
山 田 廼 生 (日本海事史学会副会長)

ナ〃

平時の 「弘済丸J(筆 者所蔵}

:去堪二

Ⅲ

タ
ィ
コ
ズ

病院船 「博愛丸」(筆者所蔵)
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北
清
事
変

・
日
露
戦
争
で
活
躍

第
２
次
世
界
大
戦
ま
で
日
本
に
は
病
院
恥
が
あ

つ

た
。
始
ま
り
は
日
清
戦
争
で
あ
る
。
日
本
史
■
初
の

近
代
戦
争
で
あ
る
こ
の
戦
争
で
、
Ｈ
本
加
１１１
は
日
本

郵
船

の
貨
客
船

「
神
戸
九
」
（２
９
０
１
総
ト
ン
）

を
徴
用
し
、
病
院
船
に
改
造
し
て
使
用
し
た
。
医
療

に
従
事
し
た
の
は
日
本
赤
十
字
社

（日
本
）
の
要
員

で
あ
る
。
い
っ
ぼ
う
性
年
は
、
徴
用
船
８
隻
に
日
赤

要
典
を
栞
せ
、
輸
送
と
病
院
の
米
州
船
に
し
た
。

こ
の
実
績
か
ら
日
本
赤
十
年
社
は
専
用
の
病
院
船

の
新
造
を
計
画
。
２
６
０
０
総
ト
ン
の
鋼
製
汽
船
「博

愛
九
」
と
姉
妹
船

「弘
清
九
」
を
英
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
ロ
ブ
ニ
ッ
ツ
社
で
建
造
し
た
。
船
価
は
１
隻
約

５４
万
円
。
■
ｉｌｌｉｌ
を
■
準
し
た
の
は
Ｈ
赤

の
初
代
社

長
　
佐
野
常
民

（佐
賀
藩
―――
身
）
で
あ
る
。

日
本
赤
十
年
社
は
日
本
部
船
と
契
約
し
、
竣
工
時

に
原
価

（２０
年
払
い
）
で
両
船
を
譲
渡
。
平
時
は
日

本
郵
船
が
運
航
し
、
戦
時
は
日
本
が
病
院
船
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
「＝
愛
九
」
は
明
治
３２
年

（１
８
９
９
）
４
月
、
「弘
済
九
」
は
同
午
６
月
に
日

本
回
着
。
郵
船
の
近
海
航
路
に
就
航
し
た
。

両
船
が
病
院
船
に
な

っ
た
の
は
、
翌
３３
年
の
北
清

事
変
の
と
き
だ
。
扶
和
回
鎮
圧
の
た
め
編
成
さ
れ
た

８
か
川
辿
令
＝
の
う
ち
、
Ｈ
本
は
ロ
シ
ア
と
と
も
に

最
も
多
く
の
将
兵
を
車
北
に
派
遣
し
た
。
両
船
は
事

変
勃
発
の
同
年
６
月
病
院
船
に
改
装
。
翌
月
か
ら
１１

月
ま
で
大
活
～
年
品
を
往
復
し
、
外
国
人
兵
士
を
含

む
多
数
の
傷
病
兵
を
収
容
し
輸
送
し
た
。

そ
の
あ
と
日
本
部
船
の
定
期
航
路
に
復
帰
。
新
聞

の
出
帆
広
告
に
よ
る
と
、
「博
愛
九
」
は
翌
３４
年
１

月
か
ら
横
浜
～
上
海
航
降
、
「弘
済
丸
」
は
３３
年
１２

月
か
ら
イーー‐
戸
～
米
隆
航
怖
に
就
航
し
て
い
る
。
統
く

日
岳
戦
争
で
は
、
明
治
８７
午

（１
９
０
４
）
２
月
か

ら
０
年
１２
月
末
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
５０
回
以
上
の
航
海

を
お
こ
な
い
、
ロ
シ
ア
兵
士
を
含
む
２
万
７
０
０
０

名
の
傷
病
兵
を
収
容
し
輸
送
し
た
。

貨
客
船
、
鉄
道
連
絡
船
、
漁
業
工
船

平
時
の

「弘
済
丸
」
の
側
面
図
が
山
高
五
郎
氏
の

「図
説
日
の
九
船
隊
史
話
」
に
の
っ
て
い
る
。
「博
愛

九
」
も
同
じ
内
業
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
ｉ
甲

版

（舷
側
山
線
部
分
）
後
部
が
１
等
、
■
甲
板
前
部

が
２
　
３
等
、
第
２
甲
板
前
部
が
３
等
区
面
に
な

つ

て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
１
等
食
堂

（ダ
イ
エ
ン
グ

サ
ロ
ン
）
が
主
甲
板
の
船
尾
寄
り
に
あ
り
、
両
側
に

１
守
客
室
が
並
ぶ
配
世
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
だ
。

束
水
ル
洋
大
学
の
工
要
文
化
財

「
明
治
丸
」
も
そ
う

な

っ
て
い
る
。
１
等
食
堂
を
括
れ
と
振
動
が
少
な
い

船
体
中
央
部
に
移
し
た
の
は
、
近
代
客
船
の
原
型
で

あ
る
初
代

「
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク
」
（３
７
０
７
総
ト
ン
）

が
最
初
だ
が
、
４
半
世
紀
以
上
も
後
の

「博
愛
九
」

級
が
■
式
を
除
典
し
て
い
る
の
に
は
竹
く
。

両
船
と
も
同
露
戦
争
後
、
積
浜
～
上
海
航
路
に
就

航
し
た
。
明
治
４０
年

（１
９
０
７
）
３
月
の

『旅
行

案
内
』
に
よ
る
と
、
横
浜
～
上
海
の
運
賃

（食
費
込

み
）
は
、
１
等
５４
円
、
２
等
３８
円
、
３
等
１２
円
。
銀

行
員
の
初
任
給
が
３５
円
の
時
代
だ
か
ら
、
１
等
の
５４

円
は
か
な
り
の
金
額
で
あ
る
。
食
事
は
１

・
２
等
が

洋
食
、
３
等
は
和
食
で
あ

つ
た
。

そ
の
後
、鉄
道
院

（
の
ち
鉄
道
竹
）
に
備
船
さ
れ
、

鉄
道
連
絡
船
と
し
て
活
肥
し
た
。
ま
ず
「弘
済
九
」
は
、

明
治

４５
年

（１
９
１
２
）

６
月

か
ら
大
正

５
年

（１
９
１
６
）
４
月
ま
で
関
金
航
路

（下
関
～
金
山
）

に
就
航
。
そ
の
あ
と
い
年

（１
９
２
２
）
１１
月
ま
で

吉
両
航
怖

（十
森
～
西
館
）
で
稼
働
し
た
。
い
っ
ぽ

う
の

「出
安
丸
」
は
、
大
止
７
年

（１
９
１
８
）
４

月
か
ら
１１
年
３
月
ま
で
関
全
航
路
に
就
航
し
た
。
日

韓
併
合
後
の
こ
の
時
期
、
関
釜
航
路
で
は
各
貨
が
激

増
。
本
職
の
鉄
道
連
絡
船
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

た
め
、
何
隻
も
の
備
船
を
投
入
し
た
の
で
あ
る
。

大
正
１２
年
の
問
東
大
震
災
で
は
、
両
船
と
も
被
災

地
か
ら
清
水

へ
避
難
民
の
輸
送
に
従
事
し
た
。
そ
し

て
大
正
末
年
、
日
本
部
船
か
ら
水
産
会
社
に
売
却
さ

れ
、漁
業
工
船
に
転
じ
た
。　
一
生
の
う
ち
に
病
院
船
、

貨
客
捕
、
鉄
道
連
絡
船
、
次
米
Ｉ
術
と
、
何
―‐‐１
も
姿

を
変
え
た
船
は
珍
し
い
。
売
却
先
は

「＝
愛
九
」
が

林
兼
商
店

（長
時
）
、
「弘
済
丸
」
は
人
木
商
店

（兵

庫
県
高
抄
、
「美
福
九
」
と
改
名
ヽ

漁
期
に
は
蟹
工

船
、
閃
期
は
貨
物
船
と
し
て
働
い
た
。

以
後
、
捕
■
を
は
々
、
油
柴
Ｉ
怖
と
し
て
稼
働
．

「村
安
九
」
は
昭
和
２０
年
６
月
千
島
列
鳥
沖
で
、
「美

福
丸
」
は
同
１７
年
８
月
青
森
県
沖
で
、
と
も
に
米
港

の
雷
撃
を
受
け
て
沈
没
、
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
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